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鯖媒化畢討論曹講演要旨

昭和26年9月G日(木)~8 臼たりの 3 日間，樹

媒研究所講堂iこ於て，日本イt墜曾並びに同北海道支部
共催の下i乙綾1媒化率討論曾告と開催， 6日， 7日は午前

9時よ b下記の如く各講演者により，続媒ft穆各方面
の問題がとりあげられ，それ等につぎ討論がおこなわ

れた。〈司曾 6日，償理男氏， 7日，痢内議郎氏)/f¥

席者tl:60名伎で為ったが，打解けた雰悶気の中で・，腹

臓のない意見の交換がおこなわれ，各1時間の殻定時

聞を超過ずるもの多〈盛舎で3らった。 81:3は午前;て鰯

媒，低温存|感雨研究所を見患の後，期内議郎氏の「桜

町易反際機構の解析に就て」とj越する特別講昨日があり午

後ぼ札幌市近郊の茨戸湖iて舟をうかべてリグリエーシ

ョνをおこない，昨日までの討論そ園柴jて結んだ。

第 1目

1. 農酸ガス分子の三つの吸着型に就いて

(北大餓研) 0藤田第三郎管孝男

回目豊田lて吸賛した炭聞をガス分子が分子欣であるか，

酸素原子と一般化炭素へのように吉f>分的lて解離吸着し

ているか，或は又相互に無関係な三原子!て解離吸驚し

ているかによって，その等j民吸着式ぼ吸着率の少いと

ころでほ夫尋弐のようにあらわせる。

o ) j~ (1) 

O2!=f 打豆T 12) 

0・1J vo (3) 

とこに p，0， tle， Q。ぼ平衡国産，吸着率，吸着熱，恒

教である。我~~主2霊験的!亡区別し得る上式の P-o 闘

係に注目して，各種同盟に聖母ずる炭酸ガスの等温暖驚

を貧測し，Ni， Co等の金属では(3)古~， CI1 0.Fe20~ で

は聞が，Fe20.~ では(1)が夫々泊合ずることを認めた。

なお上式に後って算出きわた吸驚~ O("~C と B. E. ']'. 

表而践と吸着量とから求められたねM とは(3)，(2)の場

合は概ね一致ナるが(1)の場合は orderさへもあわな

し、。

2. ニッケル蒸着膜の研究(第 1報〕

結晶構造の電子掴折的研究

〈電池&0 0織目善次郎小野員正

若者扇蒸着膜の構造と綾媒活性左の関係については従

来様々な研究が行われているが，その結論ぽ相互に異

っているように思われる。著者ぼこの票誌を糠めるため

Ni 蒸驚膜i亡就いて光す?その生成{!:告件と出来た践の結

晶構造との闘係を電子m折的!て研究した。生成{].'fff-午と
して蒸着時の瓦斯li'i力，蒸着ガラス墜のi雌度，膜の厚

き及び蒸着速度を撰ひ"これらの因子を抱蛍に壁さえて

種奇の吠態の駅舎員会?管内に封入したカバ戸グラス面

上に作った。

電子町折潟貨の解析の結果，蒸着膜の結晶構浩:ft時

件により柑'fj;鰐り，上越の各閃二r.の開化が結晶の生長
(て及Iまず影響について考察を加えた。

3. ニッケルに劃する水素の

吸牧速度に就いて

(北大暢研〉松 E秋八

ヱツケル線(篠O.lmm)に聖母ずる水素の“吸牧速度"

そ~3x lO-3mmHg 近傍，温度 200~:lfiO"C で浪15乏し

た結果，

i) 吸牧主主尽をは摩の平方根1ど比例ナること

ii) 活性化熱は 7kcalであること

を認めた。我引主ここで吸着水素原子治:ュツケル内部

ヘ治相手ナる段階が律法的であるとして速度計算をおこ

ない寅測値と比較したところ，活吋凶i化状態のェγ トロ

ピ戸が著しく小さいと向車騒ずべき結果を得た。

なお， ~室温附近に於ける水素の“吸牧速度"は皆吉l三

比例するがここでは吸着が律法的になっているように

忠われる。

4. クロロホルムと瞳酸との CIの交換反感

(グロロホルムの分解機構〉

L北大樹研〉揖内事is0回都港三

先i亡クロロホルムと電水との交換反/l.!!i1itぴクロロホ

ルムの分解反感の賓験結果に基づき， pH=3.0以上に

於ては溶液とグロホルムとの聞に麹素原子の交換反憶

が超払それ以下では起らないと ξが理論的に預言さ

れた。

この王望論的預言を賓験:て問うため，放射性同位元素

CIS6を含む堕般の水溶液lて統酸若し Oi苛性ソ』ダ

の泡首量:を加えてそのpHをいろいろか値lてし，その

水溶液とグロロホルムを室温で-遁蛍時間霊安握した後ク

ロロホルムを分離してその放射能をiRUった。
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鱗媒化準討論曾講演要旨

較的よく賞、~:結果を説明しう之Sn( 'r:そ得た。

9. 流動菜接偶反躍におけ

る擁散抵抗について

(名工大〉進藤盆男(北大:1:)小林晴夫 O久保田建

流動法により築相接絢反感在行う場合に，低温では

鱗媒表面上での純1r墜反R震が律法的であっても，高iE

になるに従って，擁f¥H正抗が反i@l抵抗の大舎な割合を

占めるようになって来ることが珠恕される。著者等は

恒温続匪，流勤務による賓験結果告と茶礎にして，反際

物の物質移動係数1i:'parameterとして，多成分系の

定常的相1i]康敬透度表式と，純化事反感速度表式とを

結合して有効反感速度ーを求める方程を提示した。一例

として，著者等の行った高I~'て於けるNH3合成反日震に

於て，ある温度城iて於ける践散抵抗の解析結果を示ナ。

10. 卒塵流動法によるアムモエア

合成鯛媒の研究

(東区)寺崎義男 C永井信越

アムモニア合成鱗媒の諸性質を千匪，流動法で被討

した結果に就てのベる。アムモニア合成競i媒の還元速

度は混入物質によって非常に左右きれ，それξ性能と

の聞にはつぎりとした蹴聯性は認、められない。原料ガ

ス中l亡骸J素を混入し，活性の低下を測定したが，耐熱

性の異るものでも大'!!:な差は認められない。被媒の耐

熱性は原料織の純度その他によって顕著な影響を蒙り

その差は著しい。これは綾媒中の微量成分がその性能

に大きな影響を奥えている設査と考えられる。

11. 錯簡楳によるアム号エア

分解反鹿と量化鎮の形態との関係

(北大工) 0小林晴夫西島治

鍛絢媒そ用いたアムモニアの接骨草分解反感lて於ては

互主傑件の下では骨量媒表面上iて窒イt鍛を生戒し反R震が複
雑iとなるために，多〈の研究は蜜1r銭を生成しない路

件で行われている。吾々は二三の工業用銭寝媒さと用い

て流動空去によるアムモニア分解反感を行い，解析の結

果，生成ガス中のアムモニア濃度!とより，反感様式が

三つの形式lて分類され，ぞれ等相互閣では不安定化を

生じ徐キに轄移の起る事を認めた。これ等の形式を規

定ずるアムモユア濃度は， Emmett等がアムモニア，

蜜イt.銭聞の平衡の研究活見出したFe，.Fe4N， Fe"Nの

安定に存在する境界濃度lて略一致した。この事より，

アムモニア分解反揺はアムモニア濃度により異った構

遣の燭媒表面で反日室主LE佳作しているを推論した。

12. I.G.アン号ニヤ合成錨

鯛媒表面構造の研究

f北大樹研)松井敏二

助関媒として AI~ 03 及びK~Oの徴量:を含有する銭

鮫媒lてついてX線胆祈的及び電子線廻析的研究の結

果及び更ど詳細す表面構造の解明のため，銭原結晶及

びl'e:)04に覆われた銭百三結晶の透過法iて依る電子・線廻

祈的研究の結果を報告ずる。

即t，助般媒として合有せられている議jじされ難い酸

化物 AI~O:; は常に Spinel 現政イt物 leAt2 仇として

存在ずる。且[Jも還元前Jど於いてはFC30-1+.FeAI204の

田裕燈として還元後ではこれほん Al~ 04として a-

M粒干を覆って存在している。

X線廻析的研究及び電子剥微鏡の観察に依れば還元

時の熱鼠理に依つでも sinteringされることなく反っ

て粒子は小さくなっているがこわーは還元され難い麟。化

物 hAI04に起因ナるものと忠う。更らに銭E完結晶を

用いた透過法i亡依る完;子縁組析的研究の結晶より spi-

nel 型般化物 j'eAl204と基地のα-Feとのorientation

は a-Fe(110) //)re Al204 (111)及びαーん(lll)//Fe

AI~04 (111)でるることか推論される。

13. 銅一珪藻土偶媒の構造について

(日本化成〉丹羽丹

珪藻土上へ銅そっけエタノールの院水素反感の活性

を測定すると錦町:在方、;珪瀧土に聖母し10%以内の所で胸

媒中の銅の重量:1て封ずる活性が念主主Jて増大し銅5%の

所では銅単勝{て望号して80倍以上にもたる。

との原因は珪藻土上ヘ銀がコつの異るF付着のしかたを

しておわ ，tt~:--のものは異常に小さ<，おそら〈薄膜

とも考えられるpft着のしかたそし，他は 100A程の直

径を持つ系結晶として附着するためであると考える。

この結論は次の寅~応義づぐものである。

1. 熱潟習によりf:!H葉土の表面績をへらすとこの傾

向が小さ〈庁る。

:l. 脱水素反燃の活性化エネルギ戸は鍋の少ない場

合減少したい。

3. 大会た分子の水素添加反感でほかる靖大は見ら

れない。

4. 還元fA度が銅が少ない場合非常に遅くなる。猫

ílt:子影H~鏡及びX飯廻析の結果も以上の結論と一

致した。
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